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「じりつがくしゅう」という言葉を漢字であらわすとき、「じりつ」を「自立」にすべきか「自律」にすべきか迷うことがあります。

以前なら、周囲から勉強しなさいと強制されることなく自ら進んで取り組むという観点から「自立」という字をあてておりましたが、最近では、自らの弱い心をコントロールし、自らが自らを律する厳しさを必要とする「自律」のほうが適切ではと思えるようになってきました。
というのも、スマートフォンの持つある一面が、何人かの生徒たちに悪影響を与えていると思われるからです。スマートフォンの持つ様々な機能、使い道の多様性がとてつもなく大きく、その素晴らしさは活用している生徒達から教わることが度々あり、それらを使いこなしている生徒達には感心させられるばかりです。ただ心配なことは、生徒達の中にスマホ中毒といえるほどに熱中し、そこから抜けられない状態になっているケースがあるのではということです。
教室で勉強を教えていて、それなりの力があると思える生徒が、期待通りの力を発揮できておらず、不思議に思い尋ねてみると、スマホが手放せず、家では勉強をほとんどしていないという返事が返ってくることが少なくありません。

生徒たちの話を聞くと、ゲームばかりでなく、ユーチューブなど興味をひくものがいろいろあり、そちらの誘惑に負けてしまうケースも多々あるようです。スマートフォンにこれだけ様々な誘惑があると、勉強にはなかなか身が入らないのは当然といえば当然かもしれません。
電車の中などで、大人でさえスマートフォンを手放せない現実を見せつけられると生徒達にスマートフォン離れを要求しても無理なのではと思えてきます。とはいえ、何年か後には社会に出ていかなければならない若い人たちにとって勉強は避けて通れない道であると思います。
　私自身が生まれた昭和から今日までを追ってみると、近年は、技術革新の流れがけた外れに早くなっています。このような時代、しっかり勉強しなければ、競争社会の激しい流れ、技術の進歩について行けず、置いてけぼりを食らうことになってしまいます。
私が一番心配するのはこの点です。社会に出た後、後々、苦労するのは怠けた本人です。

　それ以外にも心配事は幾つかあります。細かい画面を次々と見続ける結果、めまいなど体の不調がいつか現れてくるのではということです。私自身、めまいに苦しめられた時期があり、周囲のものが突然ぐるぐる回転し、吐き気に襲われるあのつらさは、他人ごとではありません。
　塾生には今の今ばかりでなく将来を見つめ自分を律し、勉強にも励んでもらいたく願います。
· ２、３月の祝日は全学年お休みとせず通常授業を行います。5月の連休に休みを頂きます。

受験の時期が近づき、受験生には精神的な不安が募る時期でもあります。やれるだけのことをやる。今は雑念を捨てこの一点に集中すべきです。中３生３月は、高校数英入門先取り学習を希望者対象に行います。大学を目指すには、３年間の積み上げが大事です。その第一歩です。高校の先に大学受験があります。すでに今年、唯一の高校3年在籍生が中央大学への合格を決めております。昨年も高３生は1名でしたが、明治大学への合格を果たしました。
